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　この統計は、令和３年上半期（１月～６月）における南越消防組合の消防活

動状況（火災・救急・救助）を統計的に収録し、今後の消防対策の参考資料

とするため編集しました。

　本書をご覧いただき、当消防組合の消防業務について、少しでもご理解い

ただければ幸いです。

は　じ　め　に

令和３年７月

南越消防組合消防本部
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火災統計

１ 令和３年上半期の火災概要 

（１）令和３年上半期の出火件数は１１件で、前年と比較して５件の増加となっ

た。火災種別の発生状況の内訳は、「建物火災」が５件、「林野火災」が１件、

「車両火災」が２件、「その他の火災」（枯草及び廃車等）が３件となった。 

「建物火災」の用途別内訳は、「住宅」が３件、「工場」が２件となった。 

（２）構成市町別の出火件数は、越前市で７件、池田町で１件、南越前町で３件

の火災が発生した。 

（前年比較 越前市５件、南越前町１件） 

（３）火災による損害の総額は１７，４３７千円であった。 

前年と比較して１７，０４３千円の増加となった。 

（４）火災による焼損床面積は１８３㎡で、前年と比較して１８０㎡の増加とな

った。 

（５）火災による死者は無く、負傷者は３名発生した。 

（前年比較 死者、負傷者ともに無し。） 

（６）出火原因をみると、「たばこ」、「たき火」が各２件、「ストーブ」、「マッチ・

ライター」、「取灰」、「研磨機」、「殺虫器」、「ガス溶断」、「不明」が各１件で

あった。 



２　火災発生状況及び比較

年別及び比較 令和３年 令和２年 比　　　　較

区　　分 上半期 上半期 （△：減）

建　　　　物 5 3 2

林　　　　野 1 0 1

車　　　　両 2 0 2

そ　の　他 3 3 0

計 11 6 5

17,437 394 17,043

全　　　　焼 1 1 0

半　　　　焼 1 0 1

部　分　焼 2 0 2

ぼ　　　　や 4 2 2

合 計 棟 数 8 3 5

建物床面積（㎡） 183 3 180

建物表面積（㎡） 39 1 38

林　　野（a） 5 0 5

死　　　　者 0 0 0

負　傷　者 3 0 3

罹災世帯数 （世帯） 5 1 4

罹災人員　 （人） 13 3 10

１ヶ月平均火災発生件数（件） 1.8 1.0 0.8

１日平均損害額（千円） 96.3 2.2 94.1

１件平均損害額（千円） 1,585.2 65.7 1,519.5

１日平均建物焼損床面積（㎡） 1.01 0.02 0.99

１件平均建物焼損床面積（㎡） 36.6 1.0 35.6

損　害　額　（千円）

焼損面積

出火件数
（件）

焼損棟数
（焼損程度）
（棟）

死傷者数
（人）
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３　行政区域別火災発生状況

　（　　　）は、前年同期状況を示す。

４　建物用途別火災発生状況

3 6 1 1 2 2 183 39 16,296 17,054

2 2 2 0 0 86

5 8 1 1 2 4 183 39 16,296 17,140

3

（1）

ぼ

や

543 301

焼損棟数（焼損程度）

301

1

部

分

焼

焼損
床面
積
（㎡）

半

焼

457

収 容 物

焼損
表面
積
（㎡）

建　　物

市町

合　　計

268

損害額(千円)

損　害　額　（千円）

（25）

（5）

管 内 市 町 別 状 況

③南越前町

②池田町

①越前市

（369）

0

（0）（0）

火災件数

17,169

棟

合

計

7

その他

合　　　　計

住宅

用途別

出

火

件

数

全

焼

工場 86

区分
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1 2 3 4 5 6 合 計

たばこ 1 1 33

ストーブ 1 1 16,976

取灰 1 1 45

研磨機 1 1 65

殺虫器 1 1 21

林
野

たき火 1 1 0

マッチ・ライター 1 1 223

不明 1 1 67

たばこ 1 1 0

たき火 1 1 0

ガス溶断 1 1 7

1 1 1 5 1 2 11 17,437合　　　　　　　　計

車
両

そ
の
他

５　原因別・月別火災発生状況

損 害 額

（千円）
原　　因　　別

火
災
種
別

月　　　　　　　別

建
物
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６　時間別火災発生状況

1 2 3 4 5
全

焼

半

焼

部
分
焼

ぼ

や

０～１

１～２

２～３

３～４

４～５ 1 1 1 1 181 33 16,976

５～６

６～７

７～８

８～９ 1 67

９～１０

１０～１１ 2 2 98

１１～１２

１２～１３ 1 2 5 7

１３～１４

１４～１５

１５～１６ 1 1 1 1 2 6 45

１６～１７ 1 1 21

１７～１８ 1 223

１８～１９

１９～２０

２０～２１

２１～２２

２２～２３

２３～２４

不明

計 5 1 1 2 4 1 2 3 183 39 5 17,437

　　　　　区分

　時間別

件    数 建

物

焼損棟数
（焼損程度）

林

野

林
野
焼
損
面
積
a

損害額
（千円）

そ

の

他

焼
損
表
面
積

㎡

車

両

焼
損
床
面
積

㎡
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２年 ３年

転

院

搬

送

医

師

搬

送

器

材

搬

送

(

誤

報

な

ど

)

そ

の

他

出場件数 287 306 1 1 16 56 4 199 28 1

搬送人員 273 284 1 14 53 2 187 27

出場件数 255 250 1 11 3 1 38 1 172 22 1

搬送人員 250 243 1 12 3 1 37 166 23

出場件数 238 283 23 6 3 41 3 183 23 1

搬送人員 227 273 25 6 3 39 1 176 23

出場件数 180 273 1 20 4 2 51 1 3 163 26 2

搬送人員 176 264 2 23 4 2 49 1 1 156 26

出場件数 221 283 14 5 2 45 1 4 191 20 1

搬送人員 213 270 17 5 2 43 1 2 180 20

出場件数 242 305 27 2 1 42 1 4 192 35 1

搬送人員 236 300 33 2 1 40 1 2 186 35

出場件数 1,423 1,700 3 1 0 111 20 9 273 3 19 1,100 154 0 0 7

搬送人員 1,375 1,634 3 1 0 124 20 9 261 3 8 1,051 154 0 0 0

合

計
69

4 4

5 10

6

1 17

2 14

3 12

12

急

病

そ    の    他

　　与４件であった。

２　月別出場状況

月

　　　種別

区別

合         計 火

災

自

然

災

害

労

働

災

害

（３）搬送傷病者を傷病程度別にみると、軽症が全搬送人員の４４．４％、重症が２８．２

　　％、中等症が２４．８％であった。

（４）救急隊員による応急処置の総件数は５，２０３件で、搬送した傷病者一人当たり約３．

　　２件の応急処置を行った。

（５）高度な救命処置としては、食道閉鎖式チューブ等の器具を使用した気道確保１４件、

　　気管挿管７件、除細動６件、静脈路確保２２件、アドレナリン投与１３件、ブドウ糖投

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

１　令和３年上半期の救急概要

（１）令和３年上半期における救急出場件数は１，７００件、搬送した傷病者は１，６３４

　　人で前年に比べ出場件数は２７７件の増加、搬送人員は２５９名の増加であった。

（２）事故種別割合は、急病が全出場件数の６４．７％と最も多く、続いて一般負傷の１６．

　　１％、転院搬送９．１％、交通事故の６．５％の順であった。

う

ち

不

搬

送

水

難

交

通

事

故

救 急 統 計
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覚知別 出場件数 割合（％）

自己覚知 8 0.4 1 1 0 5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

１ １ ９ 1,480 87.1 2 0 0 86 19 8 254 3 17 1,041 43 0 0 7

加入電話 196 11.5 0 0 0 18 0 0 17 0 2 48 111 0 0 0

警察電話 0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

駆け付け 14 0.9 0 0 0 1 1 0 2 0 0 10 0 0 0 0

そ の他
（ ※ ） 2 0.1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

合 計 1,700 100 3 1 0 111 20 9 273 3 19 1,100 154 0 0 7

程 度別 搬送人員 割合（％）

死 亡 44 2.6 0 1 0 0 0 0 2 0 1 39 1 0

重 症 460 28.2 1 0 0 9 7 0 99 1 1 268 74 0

中 等症 405 24.8 1 0 0 20 7 3 33 0 5 272 64 0

軽 症 725 44.4 1 0 0 95 6 6 127 2 1 472 15 0

傷病なし 0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 1,634 100 3 1 0 124 20 9 261 3 8 1,051 154 0

そ の 他

転

院

搬

送

(

誤

報

な

ど

)

そ

の

他

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

４　傷病程度別搬送人員

　　　　　　　　　　　     事故種別

 　　　区　　分

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

そ の 他

転

院

搬

送

医

師

搬

送

器

材

搬

送

(

誤

報

な

ど

)

そ

の

他

※その他：事故自動通報システム

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

３　覚知別出場件数

　　　　　　　　　　　     事故種別

 　　　区　　分

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故
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管轄 署 別 出場件数 割合（％）

中

消

防

署

中 署 907 53.4 2 0 0 57 13 7 130 2 10 587 93 0 0 6

東 署 498 29.3 0 0 0 32 5 2 91 0 4 344 20 0 0 0

池田分署 62 3.6 0 1 0 5 0 0 12 0 0 32 12 0 0 0

南 署 178 10.5 1 0 0 9 1 0 33 1 2 101 29 0 0 1

河野分署 55 3.2 0 0 0 8 1 0 7 0 3 36 0 0 0 0

1,700 100 3 1 0 111 20 9 273 3 19 1,100 154 0 0 7

死 亡

重 症

中 等 症

軽 症

傷病なし

南

消

防

署

５　各署（分署）別出場件数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　事故種別
　　　　　区　　分

火

災

東

消

防

署

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ の 他

転
院
搬
送

医
師
搬
送

器
材
搬
送

(

誤

報

な

ど

)

そ

の

他

合 計

中 消 防 署

0

0

0

0

0

0

 　　　　　　　署別
　　区分

出 場 件 数

搬 送 人 員

傷

病

程

度

東 消 防 署

2

2

0

3

0

0

0

0

0

2

0

5

5

1

1

６　北陸自動車道における救急出場状況

0

0

1

1

5

合 計

7

7

南 消 防 署
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搬 送 人 員

処 置 人 員 3 1 124 20 9 261 3 8 1,051 154 1,634

処 置 項 目 4 1 125 20 9 270 3 18 1,086 154 1,690

6 6 32 7 51

93 6 7 66 1 14 4 191

1 3 4

2 1 3

1 1

2 1 44 1 48

4 4

4 3 10 1 3 235 47 303

1 3 1 3 68 2 78

1 1

0

1 13 14

7 7

1 9 2 49 179 29 269

11 8 28 1 5 53

1 9 10

0

6 6

1 21 22

1 12 13

2 7 9

4 4

4 123 20 8 260 3 7 1,016 144 1,585

8 2 6 3 94 8 121

4 123 20 9 264 3 7 1,029 151 1,610

1 16 3 61 1 14 655 72 823

0

0

9 1 0 394 70 24 785 10 41 3,410 459 0 5,203

７　応急処置状況

静 脈 路 確 保

ア ド レ ナ リ ン 投 与

血 糖 測 定

ブ ド ウ 糖 投 与

血中酸素飽和濃度測定

心 電 図 測 定

うち伝送

そ の 他
( 分 娩 等 )

合 計

血 圧 測 定

心 音 ・ 呼 吸 音 聴 取

うち気管挿管

保 温

被 覆

在 宅 療 法

シ ョ ッ ク パ ン ツ

除 細 動

うち自動式心マッサージ

酸 素 吸 入

気 道 確 保

うち経鼻エアウェイ

うち喉頭鏡・鉗子

うちラリンゲアルマスク

止 血

固 定

人 工 呼 吸

心 マ ッ サ ー ジ

うち自動式心マッサージ

心 肺 蘇 生

加

害

自

損

行

為

急

病

そ の 他 合

計

転
院
搬
送

(

誤

報

な

ど

)

そ

の

他

運

動

競

技

一

般

負

傷

事  故  種  別

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害
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（２）事故種別毎では、交通事故が１５件で最も多く、その他の事故（転落

（４）北陸自動車道への出場は１件で、前年に比べ１件増加した。

  　事故など）が８件、建物等による事故・ガス及び酸欠による事故が２件

（３）救助を開始してから救出完了までの所要時間は、１５分未満が７件、

　　１５分～３０分未満・３０分～６０分未満・６０分以上がそれぞれ

　　であった。

　　１件であった。

１　令和３年上半期の救助概要

（１）令和３年上半期の出場件数は２７件で前年に比べ１２件増加しており、

  　そのうち救助活動を実施した件数は１０件であった。また、救助人員は

  　１０名で前年に比べ５名増加した。

救 助 統 計
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３年 ２年

15 2 2 8 27 15

3 1 1 5 10 5

3 1 1 5 10 5

救 助 隊 員 79 10 10 44 143 79

救 急 隊 員 45 6 6 24 81 48

消 防 隊 員 7 2 9 2

合 計 131 16 16 70 233 129

救助工作車 15 2 2 8 27 15

救 急 車 15 2 2 8 27 16

消 防 車 等 3 1 4 1

合 計 33 4 4 17 58 32

死 亡 1 1 2 4 2

重 症 1 1 1

中 等 症 1 1

軽 症 3 3 2

その他（不搬送） 1 1

合 計 3 1 1 5 10 5

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

風

水

害

自

然

災

害

機

械

に

よ

る

事

故

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

爆

発

事

故

(

転
落
事
故
な
ど

)

そ

の

他

の

事

故

合

計

2 1 1 3 7

1 1

1 1

1 1

3 1 1 5 10

30分～60分未満

交

通

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

風

水

害

機

械

に

よ

る

事

故

合　　　計
建

物

等

に

よ

る

事

故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

爆

発

事

故

(

転

落

事

故

な

ど

)

そ

の

他

の

事

故

３　救出所要時間（救助開始～救助完了）

　　　　　　　　　種別

　　区分

出 場 件 数

救 助 件 数

救 助 人 員

60 分 以 上

合 計

０分～ 15分未満

15分～30分未満

２　救助出場状況

出

場

隊

員

出

場

車

両

傷

病

程

度

別

　　　　　　　　　種別

　　区分

火

災
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火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

風

水

害

よ

る

事

故

機

械

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

酸

欠

事

故

ガ

ス

及

び

爆

発

事

故

(

転

落

事

故

な

ど

)

そ

の

他

の

事

故

合

計

出
場
人
員

活
動
件
数

活
動
人
員

救
助
人
員

1 月 3 1 1 5 46 3 30 3

2 月 1 1 1 3 22

3 月 5 1 6 51 1 9 1

4 月 1 1 9 1 9 1

5 月 2 1 2 5 42 3 26 3

6 月 4 3 7 63 2 18 2

合 計 15 2 2 8 27 233 10 92 10

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 合計

1 1

1 1

　　区分

月別

事　　　　故　　　　種　　　　別 活　動　状　況

４　月別救助活動状況

今 庄 Ｉ ． Ｃ ～ 敦 賀 Ｉ ． Ｃ （ 上 り 線 ）

合　　　　　　　　計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月別
　　　　区分

上記以外の北陸自動車道

５　北陸自動車道における救助出場状況

武 生 Ｉ ． Ｃ ～ 鯖 江 Ｉ ． Ｃ （ 下 り 線 ）

武 生 Ｉ ． Ｃ ～ 今 庄 Ｉ ． Ｃ （ 上 り 線 ）

今 庄 Ｉ ． Ｃ ～ 武 生 Ｉ ． Ｃ （ 下 り 線 ）
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〒９１５－０８４６

福井県越前市千福町１２６番地

南 越 消 防 組 合 消 防 本 部

ＴＥＬ ０７７８－２１－０１１９
ＦＡＸ ０７７８－２１－８８８０

火災救急情報テレフォンサービス
０７７８－２２－４４７７

Ｅメール nsk119@city.echizen.lg.jp
ホームページ http://fd-nanetsu.mitelog.jp/


